
東京都立府中東高等学校 生物部

学校のそばを流れる多摩川は、私たちにとって身近で大切な自然です。都市において、河川敷は数少ない自然立

地であり、様々な植物群落がみられる自然性の高い場所です。その一方で、外来植物が侵入しやすい立地でもあ

ることから、近年では、河川敷における外来植物の広がりや在来植物の減少が問題となっています。多摩川河川敷

では、礫河原特有の在来草本群落が絶滅危惧種となり、植栽など回復の試みがなされてきましが、現在府中市で

は完全に消滅したと報告されています。そこで私たちは、河川敷内の7地点を調査地点とし、各地点で方形区を５つ

設置し植生調査を行いました。結果として、河川敷内で外来生物が最も多かったのは高水敷の薮であること、多

かった外来植物はセイタカアワダチソウ・アレチウリ・オオブタクサ・アレチハナガサなどであることが分かりました。

中でもアレチハナガサは、２０１４年以降急速に増加し、絶滅危惧種の生育地である礫河原に広がりつつあることが

分かりました。

今後はさらにアレチハナガサの生態について調査を続け、外来植物の駆除や在来植物の回復など、多摩川の生

物多様性を守る活動に繋げていきたいと考えています。
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画像（最背面）
※この青色（活動名のぼかし部分も含む）の背景と同じ大きさに

サイズを合わせ貼り付けてください。
また、貼り付けた画像の元データ（JPEG）を、本フォームと

ともに、メールでお送りください。
次頁にサンプルを掲載しております。
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